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（１）事故報告受付
①契約者、代理店等より事

故概要の報告受理
②当事者（被保険者、相手

方等）から事故状況、入
庫先整備工場等を聴取

（２）損害調査（査定）
①入庫先整備工場に連絡
②損害調査方法の決定
③損傷車両の損害を確認
④事故との整合性と損傷状

態を調査

（３）損害額の決定
①修理費算出
②時価額調査・確定（対物）
③分損or全損の確定
④所有者に説明し、修理着

工or未修理を決定

（４）保険金支払い
契約者へ保険金請求意
思と支払先を確認後、保
険金支払い

（注）対物保険の場合は、相手方
と示談終了後

１．損害調査業務（査定）の概要

＜１＞保険金支払業務フロー

（１）対象車両

交通事故で損傷した車両、水害や風災等の広域災害で

損傷した車両、その他盗難発見車両や車両火災等

（２）対象者

保険金を受領する者で、通常は車両所有者

（３）損害調査（査定）実施者

損保会社の技術アジャスターまたは社外技術アジャス

ター（注１）

（４）損害調査（査定）場所

通常は対象者が選定した整備工場。対象者自宅やレッ

カー業者、警察署等の場合もある。

（５）損害調査（査定）方法

損害調査方法には以下の３種類がある。

Ａ．立 会 調 査： 入庫した整備工場へ技術アジャスター

が実際に出向き、損傷車両を確認

Ｂ．画像伝送調査：インターネット等を利用して画像を整

備工場から送信してもらい確認

Ｃ．写 真 調 査：整備工場から写真と見積書を郵送して

もらい損傷車両を確認（少損のケース

が多い）

（１）損害額の定義

損害車両を事故直前の状態に復元するために要する修理

費または保険価額（時価額）のいずれか低い方

（２）損害額の決定方法

Ａ．車両保険
「協定保険価額（注２）＞修理費」の場合は修理費・・・「分損」

「協定保険価額≦修理費」の場合は協定保険価額・・・「全損」

Ｂ．対物保険
「時価額＞修理費」の場合は修理費・・・「分損」

「時価額≦修理費」の場合は時価額・・・「全損」

（３）代位取得

全損で保険金を支払った場合、原則として損害車両は損

保会社が代位取得し、委託引取業者において処分、およ

び残存価値がある場合は適正価格で売却する。

＜２＞損害調査（査定） ＜３＞損害額の決定

（注１）損保協会が実施する技能資格試験に合格して登録された者で、見
習・初級・３級・２級の各技能ランク資格保有者のことをいう。

（注２）保険契約時に取り決める保険価額のことで、自動車保険車両標準価
格表に基づき設定する。設定した保険価額は１年間減価しないため、
通常は市場価格より若干高額となることが多い。
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＜４＞車両保険における全損時の業務フローチャート
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１．損害調査業務（査定）の概要
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全損車両の引取、残存価値の評価などは、全損車引取業
者へ業務委託をしているケースが多い。

業務委託内容（例）
① 全損車両の残存価値の見積り、引取
② 全損車両の名義変更
③ 上記に付随する必要書類の取付、リサイクル料金、

自動車重量税、自動車税、自賠責保険料の返礼等に
係る業務

２．全損引取業者への業務委託内容
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お客さま 引取業者 新所有者

一時抹消
道路運送車両法
第１６条抹消 ﾘｻｲｸﾙ料金

自賠責保険料

自動車税
永久抹消 (道路運送車両法第１５条抹消)

後日転売

名変・一時抹消後、
転売または解体となる ﾘｻｲｸﾙ料金負担

B

ﾘｻｲｸﾙ料金負担 即時解体

名変・永久抹消
Ｂ券発行

自賠責保険料
自動車税
重量税

永久抹消
道路運送車両法
第１５条抹消C

ﾘｻｲｸﾙ料金

自賠責保険料

自動車税

名義変更

名変・転売

A
ﾘｻｲｸﾙ料金負担

（例）

３．全損車両引取後の名義変更・還付金フロー
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【事例１】 車両対車両

●事故状況 道路端に駐車中の車両に衝突した。

●損害調査方法 技術アジャスターによる整備工場への立会調査

●損害額算出 技術アジャスターが概算見積を作成し協定保険価額「１６０万円」を超過することを立証

●査定結果 「全損」



6【参考資料】

【事例２】 車両対車両

●事故状況 前方に停止中の車両へ追突した。

●損害調査方法 技術アジャスターによる整備工場への立会調査

●損害額算出 技術アジャスターが概算見積を作成し協定保険価額「５０万円」を超過することを立証

●査定結果 「全損」
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●事故状況 自宅駐車中に車両火災に遭う。

●損害調査方法 技術アジャスターによる整備工場への立会調査

●損害額算出 技術アジャスターが概算見積を作成し協定保険価額「９５万円」を超過することを立証

●査定結果 「全損」

【事例３】 車両火災
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●事故状況 地下駐車場に駐車中に雨水が浸入して水没した。

●損害調査方法 技術アジャスターによる事故（水没）現場への立会調査

●損害額算出 技術アジャスターが推定見積を作成したところ、協定保険価額「２０５万円」を超過する

ことが確実なため全損認定

●査定結果 「全損」

【事例４】 車両水災

ルーフの上まで
水没

エンジンルーム
内も水没の痕跡
あり。

壁面の泥の付着か
ら推定される水位

室内の汚れの様子

コンピューター関
係はすべて水没に
より取替要


